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機械学習を⽤いたシステムの開発に
必要となる知識

　昨今の⼈⼯知能のブームもあり，これまで機械学

習を⽤いてこなかった業務に対しても機械学習を

導⼊して，これまで⾃動化できなかったような作

業を⾃動化しようと試みる機会は多いのではない

だろうか？　現在では，機械学習に関する知識は  

Coursera ☆ 1 などのオンライン教育サイトで学ぶこ

とが可能となっている．また，実践的な問題やそれ

を解くサンプルプログラムには kaggle ☆ 2 などの競

技プログラミングサイトで触れることができる．

　⼀⽅，機械学習を⽤いたシステムを実現するため

には，単純に機械学習によって認識・予測・最適化

などを⾏うプログラムを開発するだけではなく，シ

ステムの企画・開発・運⽤・保守の各段階で検討す

べき点がある．従来のシステム開発やそのプロジェ

クト管理の際に検討すべき点などは PMBOK 1）など

に体系化されているが，本書では機械学習を⽤いる

システムを開発する際に，新たに考慮すべき点をま

とめて実践的なプロジェクト例とともに紹介して 

いる．

機械学習を⽤いたシステム開発の流れ

　本書では機械学習を⽤いたシステム開発を，主に

以下のような流れに沿って解説している．

☆ 1 https://www.coursera.org/
☆ 2 https://www.kaggle.com/

1. 企画

2. トライアル

3. 開発

4. 運⽤・保守

　企画の段階では，どのような⽬的でシステムを開

発するのかを明確にして，どのようなタイミングで

機械学習による判断を⽤いるのか，どのようなデー

タを機械学習に利⽤するかの計画を⽴てる．

　トライアルの段階は通常のシステム開発には含ま

れない，機械学習を⽤いるシステムに固有のもので

あるため，本書でも重点的に解説を⾏っている．こ

の段階で，機械学習に使⽤するデータの加⼯と，機

械学習アルゴリズムの選定・実⾏を⾏い，得られた

結果が精度やその他の観点から妥当であるかを評価

する．トライアルの結果によって，開発以降の⼯程

に進むかプロジェクトを中断するかを判断する．

　開発の段階では，トライアルで有効であると確認

された機械学習アルゴリズムによる予測を，どのよ

うなデータ量・頻度で⾏うかを要件定義を⾏って決

定する．また，システムの機械学習を伴わない部分

と合わせてシステムを設計・実装して，テストによ

り出荷判定を⾏う．

　運⽤・保守の段階において，機械学習を⽤いたシ

ステムは環境の変化などにより精度などの性能が⼤

きく変化することがある．その際に問題を切り分け

たり，性能を回復するために再学習などを⾏う措置

を⾏う必要がある．
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本書の特徴

　本書では，上記のシステム開発の流れが，売上予

測を⾏うシステムを開発する際の登場⼈物を含めた

ストーリーと合わせて記述されている．それにより，

実際に各⼯程でどのような点を考慮する必要がある

か，どのような問題に遭遇する可能性があるかを順

を追って容易に理解することができるようになって

いる．また，各⼯程で使⽤する提案書・報告書など

の例が掲載されているのも，実際にプロジェクトを

進める際の参考になるであろう．

　開発するシステムで利⽤することになる機械学習

アルゴリズムの詳細は本書には記されていないが，

代表的なアルゴリズムと適⽤可能な問題例が記され

ている．特に，判断の理由について⼈が理解したい

ときには，ディープラーニングなどの⼀部のアルゴ

リズムは不適で，古典的な機械学習の特に解釈が容

易なアルゴリズムを⽤いるべき場合があることには

注意すべきだろう．また，⼊力データに対してアル

ゴリズムを適⽤する際に⼀般的に⾏われる前処理に

ついても解説されているので，システムを開発する

際に実装する処理を決定するときの参考になる．

　本書により，機械学習を⽤いたシステムを開発す

るエンジニアだけでなく，プロジェクトを管理する

マネージャもシステム開発の流れの概略やその中で

注意すべきポイントを掴めるようになっている．現

在，機械学習を⽤いたシステムの開発においてはト

ライアルまでで中断するプロジェクトが多く，「PoC

（Proof of Concept）貧乏」という⾔葉も聞かれる

ことがある．しかし，本書を参考にシステム開発の

各⼯程をすすめることで，実際に⼈々に利⽤される

システムがより多く世に出ることを願ってやまない．
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